
罵
集
長
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
】
公
務
監
査
に
市
民
参
加
函
韓
国
監
査
院
長
韓
勝
憲
２

零
集
こ
の
日
本
を
ど
う
す
る
か
】
「
オ
リ
ー
ブ
の
木
」
は
根
を
お
ろ
す
か
？
叩
松
田
博
６
／
日
本
経
済
は
再
建
で
き
る
か
叩
降
旗
節
雄
９

「
農
の
価
値
」
の
復
権
叩
丹
野
清
秋
哩
／
日
本
国
家
を
解
体
せ
よ
二
局
良
勉
巧
／
国
破
レ
テ
、
山
河
さ
え
な
し
叩
坂
本
進
一
郎
鴫

年
金
・
税
金
・
賃
金
ｌ
家
族
単
位
か
ら
個
人
単
位
翁
水
田
珠
枝
加
／
東
京
法
院
失
公
道
戦
犯
鹿
島
罪
不
容
叩
野
添
憲
治
型

フ
ォ
ー
ラ
ム
卯
Ｓ
運
営
委
員
会
か
ら
型

コ
ミ
ン
テ
ル
ン
と
は
何
で
あ
っ
た
か
﹇
’’○
世
紀
の
政
治
思
想
と
社
会
運
動
」
研
究
含
叩
加
藤
哲
郎
あ

目
治
体
議
員
の
日
常
生
活
卵
大
嶋
薦
封
／
私
の
問
題
意
識
醜
小
川
ル
ミ
子
／
小
畑
精
和
／
黒
須
純
一
郎
羽

自
治
体
議
員
の
日
常
生
活
卵
大
嶋
薦
封
／
私
の
問
題
｛

社
会
主
義
理
論
学
会
一
○
周
年
記
念
研
究
集
会
弧

冒
際
連
帯
】
封
印
さ
れ
た
「
謎
」
の
解
明
ｌ
ゾ
ル
ゲ
事
件
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
開
催
白
井
久
也
訓

わ
が
社
の
新
刊
卯
情
況
出
版
／
実
践
社
弧
／
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
＋
編
集
委
員
会
か
ら
妬
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「
二
○
世
紀
の
政
治
思
想
と
社
会
運
動
」
研
究
会
（
第
三
回
）
報
告

コ
ミ
ン
テ
ル
ン
と
は
何
で
あ
っ
た
か

七
月
三
日
に
「
二
○
世
紀
の
政
治
思
想
と
社
会
運
動
」
研
究
会

の
第
三
回
と
し
て
、
加
藤
哲
郎
氏
か
ら
「
コ
ミ
ン
テ
ル
ン
と
は
何
で

あ
っ
た
か
」
と
い
う
テ
ー
マ
で
報
告
を
受
け
た
。

加
藤
氏
は
今
年
邦
訳
が
出
版
さ
れ
た
、
マ
グ
ダ
ー
マ
ッ
ト
Ⅱ
ア
グ

ニ
ュ
ー
の
「
コ
ミ
ン
テ
ル
ン
史
」
（
大
月
書
店
）
の
紹
介
か
ら
話
を

始
め
た
。
以
下
は
そ
の
報
告
要
旨
で
あ
る
。

「
コ
ミ
ン
テ
ル
ン
史
」
（
大
月
書
店
）
は
一
九
九
五
年
に
原
本
が
刊
行
さ

れ
て
い
る
が
、
こ
れ
ま
で
の
コ
ミ
ン
テ
ル
ン
史
関
係
の
書
籍
と
比
べ
て
、

ソ
連
崩
壊
以
後
公
開
さ
れ
た
新
し
い
情
報
を
も
と
に
、
客
観
的
、
歴
史
的

に
コ
ミ
ン
テ
ル
ン
の
歴
史
を
追
っ
て
い
る
と
い
う
特
徴
を
持
っ
て
い
る
。

コ
ミ
ン
テ
ル
ン
は
最
盛
期
に
は
党
の
数
で
七
○
を
数
え
、
党
員
数
は
三

○
○
万
か
ら
四
○
○
万
と
想
定
さ
れ
る
。
た
だ
し
そ
の
半
数
は
ソ
連
共
産

党
で
あ
り
、
資
本
主
義
国
で
は
ド
イ
ツ
、
チ
ェ
コ
な
ど
大
き
な
共
産
党
で

も
党
員
三
○
万
人
程
度
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
そ
の
国
際
政
治
へ
の
影
響

力
は
党
の
力
量
を
超
え
て
大
き
く
広
が
っ
て
い
た
。

今
日
、
ソ
連
崩
壊
後
、
西
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
お
い
て
コ
ミ
ン
テ
ル
ン
型
政

党
の
後
継
者
は
ポ
ル
ト
ガ
ル
と
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
を
除
い
て
解
散
な
い
し
崩

壊
し
て
し
ま
っ
た
。
ラ
テ
ン
ア
メ
リ
カ
で
は
い
ま
だ
に
一
定
の
力
を
持
っ

て
お
り
、
ア
ジ
ア
で
も
存
続
し
て
は
い
る
が
、
経
済
政
策
の
レ
ベ
ル
で
見

加
藤
 
哲
郎
氏

た
と
き
に
は
開
発
独
裁
路
線
に
対
し
て
非
常
に
迎
合
的
だ
と
さ
れ
る
。

コ
ミ
ン
テ
ル
ン
の
特
質
は
、
労
働
者
政
党
で
あ
る
と
と
も
に
プ
ロ
レ
タ

リ
ア
独
裁
を
掲
げ
た
革
命
政
党
で
あ
り
、
マ
ル
ク
ス
・
レ
ー
ニ
ン
主
義
に

立
脚
す
る
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
政
党
で
あ
り
、
か
つ
単
一
の
世
界
党
で
あ
っ
た
。

そ
れ
は
「
世
界
を
設
計
す
る
」
と
い
う
壮
大
な
叙
事
詩
を
描
い
た
党
だ
っ

た
。歴

史
的
に
見
る
な
ら
ば
、
一
九
二
○
年
の
「
加
入
条
件
一
二
ヵ
条
」
、

二
五
年
の
モ
デ
ル
規
約
、
そ
し
て
二
八
年
の
「
世
界
綱
領
」
と
、
各
国
党

の
「
ボ
リ
シ
ェ
ヴ
ィ
キ
化
」
を
世
界
的
に
展
開
し
て
い
っ
た
歩
み
の
中
に

表
現
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
コ
ミ
ン
テ
ル
ン
の
功
罪
に
つ
い
て
は
、
各
国
の
社
会
主
義
運
動
、

共
産
、
王
義
運
動
の
土
台
を
形
作
っ
た
と
い
う
点
と
、
ソ
連
の
外
交
的
道
具

に
な
っ
て
し
ま
っ
た
と
い
う
点
で
総
括
さ
れ
る
の
が
普
通
だ
が
、
む
し
ろ

「
全
世
界
を
設
計
す
る
と
い
う
壮
大
な
叙
事
詩
」
の
中
に
ふ
く
ま
れ
て
い

る
問
題
点
の
総
括
が
必
要
な
の
で
は
な
い
か
。
コ
ミ
ン
テ
ル
ン
に
つ
い
て

は
、
よ
う
や
く
膨
大
な
資
料
が
公
開
さ
れ
て
手
に
入
る
よ
う
に
な
り
、
研

究
の
条
件
が
で
き
た
と
い
え
る
。
こ
の
研
究
の
進
展
を
ぬ
き
に
し
て
は
、

本
当
の
意
味
で
の
総
括
は
で
き
な
い
だ
ろ
う
。

い
ま
コ
ミ
ン
テ
ル
ン
関
係
の
資
料
は
ワ
ン
セ
ッ
ト
で
一
億
五
○
○
○
万
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円
ほ
ど
の
値
段
で
売
り
に
出
さ
れ
て
い
る
。
日
本
で
は
北
大
の
ス
ラ
ブ
研
、

早
大
、
東
大
社
研
が
購
入
し
た
よ
う
だ
。

そ
の
上
で
、
モ
ス
ク
ワ
で
最
近
手
に
入
れ
た
ア
ル
ヒ
ー
フ
資
料
を
も
と

に
、
こ
こ
で
は
コ
ミ
ン
テ
ル
ン
日
本
支
部
と
し
て
の
日
本
共
産
党
の
創
立

を
め
ぐ
る
問
題
に
つ
い
て
中
心
的
に
紹
介
し
た
い
。

公
式
の
党
史
に
よ
れ
ば
党
の
結
成
は
一
九
二
二
年
七
月
一
五
日
で
あ

り
、
同
年
二
月
〜
一
二
月
に
コ
ミ
ン
テ
ル
ン
大
会
で
そ
の
報
告
が
承
認

さ
れ
て
、
ブ
ハ
ー
リ
ン
か
ら
綱
領
草
案
が
示
さ
れ
た
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

そ
し
て
一
九
二
三
年
一
月
に
第
二
回
大
会
、
同
二
月
に
臨
時
大
会
を
開
い

て
綱
領
草
案
を
審
議
し
た
が
、
「
君
主
制
の
廃
止
」
と
い
う
項
目
を
め
ぐ

っ
て
議
論
す
る
こ
と
自
体
に
反
対
と
い
う
意
見
が
あ
り
、
議
案
に
は
載
せ

ら
れ
な
か
っ
た
（
審
議
未
了
）
。
一
九
二
四
年
一
月
に
は
じ
め
て
コ
ミ
ン

テ
ル
ン
の
綱
領
問
題
資
料
集
に
掲
載
さ
れ
た
Ｉ
こ
こ
ま
で
が
公
式
の
党

史
で
あ
る
。

し
か
し
一
九
二
二
年
七
月
一
五
日
結
成
説
は
、
一
九
三
二
年
に
当
時
の

獄
中
中
央
委
員
会
の
討
議
に
よ
り
、
党
結
成
十
周
年
を
期
し
て
党
の
創
立

の
日
を
明
ら
か
に
す
る
必
要
性
か
ら
市
川
正
一
の
法
廷
陳
述
に
よ
っ
て
初

め
て
出
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
。

た
だ
党
の
創
設
の
日
と
し
て
は
一
九
二
一
年
四
月
二
十
五
日
に
準
備
会

と
し
て
作
ら
れ
た
と
い
う
通
説
が
あ
り
、
ま
た
三
・
一
五
、
四
・
一
六
の

裁
判
官
だ
っ
た
宮
城
実
が
党
結
成
の
日
を
二
二
年
九
月
五
日
と
す
る
説
を

出
し
て
い
る
。

コ
ミ
ン
テ
ル
ン
に
出
し
た
日
本
共
産
党
か
ら
の
報
告
文
書
に
よ
れ
ば
、

一
九
二
二
年
九
月
結
成
と
さ
れ
て
お
り
、
そ
こ
で
は
当
時
の
ア
ナ
派
と
ボ

ル
派
の
対
立
の
中
で
、
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
独
裁
と
労
働
者
の
政
治
行
動
の
承

認
を
も
っ
て
党
が
作
ら
れ
た
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
書
い
た
の
は
山
川
均

で
、
総
務
幹
事
は
荒
畑
寒
村
、
国
際
幹
事
は
堺
利
彦
だ
っ
た
。

一
九
二
三
年
の
い
わ
ゆ
る
石
神
井
大
会
で
は
、
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
革
命
と

ブ
ル
ジ
ョ
ア
革
命
の
関
係
、
合
法
政
党
と
し
て
の
無
産
政
党
を
作
る
べ
き

か
否
か
と
い
っ
た
こ
と
が
討
議
さ
れ
、
こ
こ
で
は
綱
領
草
案
審
議
は
行
わ

れ
て
い
な
い
。
「
二
二
年
テ
ー
ゼ
」
は
実
は
一
九
二
三
年
後
半
以
後
に
は

じ
め
て
モ
ス
ク
ワ
か
ら
出
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
て
、
そ
こ
で
の
君
主
制
廃

止
の
要
求
に
反
対
し
て
堺
、
山
川
ら
が
離
れ
る
と
い
う
関
係
に
な
っ
て
い

う
（
》
○生

ま
れ
た
ば
か
り
の
日
本
共
産
党
は
、
山
川
、
堺
、
荒
畑
の
党
で
あ
り
、

ゆ
る
や
か
な
組
織
機
構
を
持
っ
た
「
社
会
民
主
主
義
」
的
党
で
あ
っ
た
。

そ
れ
が
モ
ス
ク
ワ
と
の
連
絡
が
密
に
な
る
に
つ
れ
て
組
織
性
格
が
変
わ
っ

て
い
く
こ
と
に
な
っ
た
。
一
九
二
二
年
七
月
一
五
日
結
成
説
は
、
こ
う
し

た
「
山
川
、
堺
、
荒
畑
の
党
」
と
し
て
の
性
格
を
打
ち
消
す
と
い
う
意
図

を
も
っ
て
徳
田
、
市
川
ら
に
よ
っ
て
作
ら
れ
た
も
の
で
は
な
い
か
。

加
藤
氏
の
報
告
は
、
最
近
モ
ス
ク
ワ
で
入
手
し
た
ア
ル
ヒ
ー
フ
資

料
の
コ
ピ
ー
を
使
っ
た
興
味
深
い
も
の
だ
っ
た
。
討
論
の
中
で
は
、

「
君
主
制
廃
止
」
と
い
う
要
求
項
目
は
有
効
だ
っ
た
か
と
い
う
石
堂

清
倫
氏
の
意
見
を
軸
に
、
対
外
侵
略
に
動
員
さ
れ
て
い
っ
た
当
時
の

国
民
的
意
識
を
ど
う
変
革
し
て
い
く
か
と
い
う
観
点
に
立
っ
た
再
検

討
が
必
要
で
あ
る
と
い
う
意
見
な
ど
が
提
出
さ
れ
た
。（

文
責
国
富
建
治
）
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